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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期
第３四半期
累計期間

第69期
第３四半期
累計期間

第68期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 4,163,388 4,117,835 5,365,402

経常利益（千円） 375,239 377,044 398,255

四半期（当期）純利益（千円） 149,349 226,059 183,643

持分法を適用した場合の投資利益（千

円）
－ － －

資本金（千円） 1,350,000 1,350,000 1,350,000

発行済株式総数（千株） 14,000 14,000 14,000

純資産額（千円） 3,347,129 3,577,218 3,430,987

総資産額（千円） 6,084,514 6,069,358 5,978,053

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
12.95 19.61 15.93

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 7.50

自己資本比率（％） 55.01 58.94 57.39

　

回次
第68期
第３四半期
会計期間

第69期
第３四半期
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 1.57 3.87

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第68期の１株当たり配当額には、創業100周年記念配当２円50銭を含んでおります。

２【事業の内容】

　　　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要などを背景として一部に回復の兆しが見

られましたものの、歴史的な円高に加え、長引く欧州債務危機や中国を中心とした新興国経済の減速により、依然と

して先行き不透明な状況で推移しました。

　このような情勢のもと、農機事業部におきましては「品質」、「安全・安心」といった消費者ニーズにかなう肥料

散布機のブロードキャスタやコンポキャスタ、また、除雪作業機のスノーブロワの売上は好調に推移しましたもの

の、農業従事者の高齢化や後継者不足による農家戸数の減少といった構造的な問題や農業政策の不透明感により農

家の投資意欲が低調でありました結果、売上高は前年同期比５百万円減少し35億87百万円（前年同期比0.2％減）

となりました。　

　また、軸受事業部におきましては、風力発電用軸受の受注が減少しました結果、売上高は前年同期比39百万円減少

し５億30百万円（前年同期比7.0％減）となりました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は前年同期比45百万円減少し、41億17百万円（前年同期比1.1％減）

となりました。　

　利益面におきましては、売上高の減少などにより、営業利益は前年同期比５百万円減少し３億51百万円（前年同期

比1.4％減）、経常利益は前年同期比１百万円増加し３億77百万円（前年同期比0.5％増）となりました。四半期純

利益は税効果会計の影響で法人税等が減少したことなどにより、前年同期比51.4％増の２億26百万円となりまし

た。

　

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3)研究開発活動

   当第３四半期累計期間における農機事業部の研究開発活動の金額は、50,319千円であります。

   なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 14,000,000 14,000,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 14,000,000 14,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

　平成24年12月31日
－ 14,000,000－ 1,350,000－ 825,877

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　2,470,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　11,479,000 11,479 －

単元未満株式 普通株式　　　51,000 － －

発行済株式総数 14,000,000 － －

総株主の議決権 － 11,479 －

(注)「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決権の数４個）含まれてお

ります。　

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社タカキタ
三重県名張市夏見

2828番地
2,470,000 － 2,470,000 17.64

計 － 2,470,000 － 2,470,000 17.64

　

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年10月１日から平成24年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 343,424 242,049

受取手形及び売掛金 ※2
 1,149,256

※2
 1,056,860

商品及び製品 675,145 747,678

仕掛品 117,504 114,729

原材料及び貯蔵品 189,093 229,306

未収入金 ※1
 991,013

※1
 1,151,985

その他 95,321 71,940

流動資産合計 3,560,759 3,614,551

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 572,061 554,296

機械及び装置（純額） 246,865 283,123

土地 593,664 593,664

その他（純額） 56,512 69,662

有形固定資産合計 1,469,104 1,500,747

無形固定資産 17,494 22,974

投資その他の資産 930,695 931,084

固定資産合計 2,417,294 2,454,807

資産合計 5,978,053 6,069,358

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 499,943

※2
 585,274

短期借入金 561,679 747,679

未払法人税等 109,003 25,131

賞与引当金 104,273 34,348

その他 302,396 ※2
 313,016

流動負債合計 1,577,295 1,705,450

固定負債

長期借入金 343,296 208,287

退職給付引当金 564,795 559,623

役員退職慰労引当金 50,590 7,690

その他 11,088 11,088

固定負債合計 969,770 786,689

負債合計 2,547,065 2,492,140
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,350,000 1,350,000

資本剰余金 825,877 825,877

利益剰余金 1,798,358 1,937,944

自己株式 △617,391 △617,406

株主資本合計 3,356,844 3,496,415

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 73,211 79,060

繰延ヘッジ損益 931 1,742

評価・換算差額等合計 74,143 80,802

純資産合計 3,430,987 3,577,218

負債純資産合計 5,978,053 6,069,358
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 4,163,388 4,117,835

売上原価 2,826,101 2,794,996

売上総利益 1,337,287 1,322,839

販売費及び一般管理費 980,702 971,305

営業利益 356,584 351,533

営業外収益

受取利息 408 326

受取配当金 9,253 10,968

不動産賃貸料 20,276 19,566

その他 5,463 7,409

営業外収益合計 35,402 38,271

営業外費用

支払利息 9,319 6,621

不動産賃貸原価 3,874 3,426

その他 3,553 2,711

営業外費用合計 16,747 12,759

経常利益 375,239 377,044

特別利益

固定資産売却益 76 9

特別利益合計 76 9

特別損失

固定資産廃棄損 20,883 319

投資有価証券評価損 29,840 －

不具合対策費用 － 33,989

特別損失合計 50,723 34,308

税引前四半期純利益 324,592 342,745

法人税、住民税及び事業税 126,226 88,923

法人税等調整額 49,015 27,763

法人税等合計 175,242 116,686

四半期純利益 149,349 226,059
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【継続企業の前提に関する事項】

　    該当事項はありません。

　

【会計方針の変更】

　　  （減価償却方法の変更）

　　　　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、

改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　　　　これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ

4,871千円増加しております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

【追加情報】

　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社タカキタ(E01617)

四半期報告書

10/14



【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１   　うち、ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未収額

　
　

前事業年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期会計期間
（平成24年12月31日）

未収入金 　958,769千円 1,130,733千円

　

※２   　四半期会計期間末日満期手形　

　　　　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間

末日残高に含まれております。

　
　

前事業年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 49,047千円 41,641千円

支払手形 49,188 64,831

設備支払手形 － 6,756

　

（四半期損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 115,354千円 114,110千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 57,654利益剰余金 5 平成23年３月31日平成23年６月30日

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 86,472利益剰余金 7.5平成24年３月31日平成24年６月29日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（単位：千円）

　
報告セグメント

合計　
調整額
（注）１

四半期損益
計算書計上額
（注）２　農機事業部　 軸受事業部　

売上高　 3,593,086570,302　 4,163,388 　－ 4,163,388

セグメント利益　 246,510 77,843 324,353 　32,230 356,584

　　　　　　（注）１．セグメント利益の調整額は、鉄屑等のスクラップ売却代であります。

　　　　　　　　　２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（単位：千円）

　
報告セグメント

合計　
調整額
（注）１

四半期損益
計算書計上額
（注）２　農機事業部　 軸受事業部　

売上高　 3,587,364530,471　 4,117,835 　－ 4,117,835

セグメント利益　 302,995 29,376 332,371 　19,161 351,533

　　　　　　（注）１．セグメント利益の調整額は、鉄屑等のスクラップ売却代であります。

　　　　　　　　　２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 12円95銭 19円61銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 149,349 226,059

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 149,349 226,059

普通株式の期中平均株式数（株） 11,530,441 11,529,650

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月12日

株式会社タカキタ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 

指定有限責任社員

業務執行社員

　

 公認会計士 安 藤　泰 行  印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴 木　 實    印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカキタ

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第69期事業年度の第３四半期会計期間（平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカキタの平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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